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本稿では，学部創設以来，学部の事業として展開された社会・意識調






























































European Social Science Data Archives），
そして1977年には社会科学調査データや資
料の収集組織の国際連合IFDO（Interna-







































































































































































































































































原 純輔 第２回青少年の性行動全国調査（JASE81） 1981年05月
原 純輔 第３回青少年の性行動全国調査（JASE87） 1987年11月
原 純輔 第４回青少年の性行動全国調査（JASE93） 1993年11月
原 純輔 第５回青少年の性行動全国調査（JASE99） 1999年11月
原 純輔 第６回青少年の性行動全国調査（JASE05） 2005年11月
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業では社会情報学部の多くの学生の協力も得
た．学生達はパソコンを有効活用して効率的
に作業を進めてくれた．記してここに感謝の
意を表する．
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注
⑴ 現在のSORDホームページ
http://sord-svr.sgu.ac.jp/
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